


各種支援制度の利用者に聞く

ISICOでは、企業の成長をサポートするため
さまざまな支援制度を用意しています。

制度を利用して事業の拡大に成功した企業の取り組みを紹介します。
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　アプリでは取引先が発注すると、
その情報がフルタニランバーの営業
担当者はもちろん、会社の受注管理
システムや倉庫内でフォークリフトに
乗って品出し作業をしているオペレー
ターのタブレット端末に、直接届く仕
組みとなっている。
　従来は営業担当者が電話などで

注文を受けて受注伝票を書き、その
内容を事務員が入力処理した後、品
出し作業をするオペレーターに連絡
していた。営業担当者が運転中や商
談中で、受注伝票をすぐに書けない
場合もあった。
　アプリを活用すれば、こうしたプロ
セスがなくなり、注文を確認したオペ
レーターが即座に品出しに取りかか
ることができるため、受注から出荷す
るまでに掛かっていた時間が従来の

2～3時間から10 ～15分ほどへと大
幅に短縮した。
　アプリは現在、同社の取り扱う木
材の中でも、売上比率の高い家具用
の規格品の発注に対応しており、樹
種はもちろん、厚みや長さ、幅で絞り
込み検索ができるようになっている。
在庫の有無もアプリ上で確認可能
だ。コメント欄を使って、規格外の寸
法を注文したり、加工を指示したりも
できる。書類を添付する機能もあり、
「図面を見て、必要となる木材を送っ
てほしい」といった注文にも対応す
る。
　アプリはアップルの「iOS」、もしく
はグーグルの「アンドロイド」を搭載
した端末で利用可能。フルタニラン
バーでは約1,500社の取引先に利用

注文受け即座に出荷
受注伝票のやりとり不要

I oTの 活 用 で 在 庫 管 理 も 効 率 化
業界初、アプリで木材を受発注

フルタニランバー（株） 
金沢市湊1-86
TEL. 076-238-5633

■ 代 表 者		 古谷 隆明
■ 設　　立		 1952年8月
■ 資 本 金	 7,000万円
■ 従業員数	 27名（パート含む）
■ 事業内容	 木材製品の輸入卸、小売り、加

工、配送
●http://www.furu-tani.co.jp

木材総合卸のフルタニランバーでは、世界中から高品質の商品を直接仕入れ、ニー
ズに応じて加工も手がけている。取り扱う木材のラインアップは全国でも随一で、ス
ピーディーに納品するため在庫を豊富に用意している点も大きな強みだ。こうした強
みをさらに伸ばそうと今年5月には、ものづくり補助金を活用して開発した受発注管
理用のスマートフォンアプリの運用を開始し、受注から発送までのリードタイムを短
縮した。また、在庫管理にもIoTを活用し、業務の効率化を実現している。

を呼び掛け、今年5月の運用開始以
降、アプリ経由の発注が順調に伸び
ている。

　「以前から当社の仕事のやり方は
アナログだなと感じており、インター
ネットを使った発注プラットフォーム
を構築し効率化したいと考えていた。
また、2015年から年1回、実施してい
る顧客アンケートでも、“納品までの
リードタイムを短縮してほしい”、“商
品ラインアップや在庫情報がネット上
で分かるようにしてほしい”といった
声が多く、こうした課題を解決した
かった」。アプリを導入した経緯につ
いて、こう話すのは古谷隆明社長であ
る。開発に当たっては、「ものづくり補
助金」を活用し、申請時にはISICO
がサポートした。
　アプリの機能や導入メリットはほ
かにもあり、今までは電話やファクス
で知らせていた配送状況を、取引先
自らがいつでもどこでも確認できる
追跡サービスもその一つだ。これに
合わせ、配送ドライバーが納品時間を
記録していた日報も不要になった。
　また、アプリには複数の端末から
同時にログインができる上、注文履歴
などの情報は随時更新、共有できるよ
うになっているため、二重発注などの
ミス防止にもつながっている。
　今後、家具用材以外の商品もアプ
リで発注できるよう、さらに機能を充
実させていく計画だ。

　ものづくり補助金の活用はこれに
とどまらず、在庫管理システムも新た
に構築した。このシステムで利用して
いるのが「RFID」と呼ばれる技術だ。

RFIDとは「近距離無線通信を用い
た自動認識技術」のこと。回転寿司
店で会計時に重ねた皿にハンディサ
イズの読み取り装置をかざし、伝票
を発行するのを見たことがある読者
も多いだろう。これに使われている
のが RFIDである。
　フルタニランバーでは、あらかじめ
商品名や仕様などの情報を記録した
RFタグを入荷した商品に貼り付けて
おき、その情報を専用の読み取り装
置で取得して、在庫数などを把握す
る。同社は敷地が 6,700 平方メート
ルと広く、木材を保管しておく倉庫が
7棟もある上、取り扱う商品は 5,000
アイテムを超える。年2回の棚卸しは、
1人でやれば 2週間はかかる煩雑な
作業で、人が数えるため正確性も十
分とは言えなかった。しかし、RFID
を活用すれば、社員が読み取り装置
を商品にかざしながら倉庫内を歩き
回るだけで、在庫数が集計されるた
め、半日程度で正確に棚卸しができ
るようになった。

　古谷社長が現会長の父親から経
営のバトンを受け継いだのは元号が
改まった昨年 5月。その後、ISICO

の専門家派遣制度を活用し、中小企
業診断士のアドバイスを受けながら、
新たに事業計画を策定した。古谷社
長は「事業計画は ISO9001を取得し
た 2016 年の策定以来、アップデート
されていなかった。当社の強みや経
営課題が明確になったほか、客観的
な意見を聞けて新たな気づきを得ら
れた」と振り返る。
　新設住宅着工戸数が減少するな
ど、事業を取り巻く環境は厳しさを
増す。一方で古谷社長は「公共建築
物を木造化するなど、自然素材へと
回帰する流れが強まっていて、追い
風も吹いている」と話し、その言葉
通り、新規の取引先や学校教材など
非住宅分野の注文も増えてきた。こ
うした需要をしっかりと取り込み成長
軌道を描いていくための大きな強み
となるのが、世界各国から直接仕入
れた高品質の木材の豊富な在庫であ
り、業界初となる受発注管理アプリ
や在庫管理シス
テムの完成は、
一層の競争力強
化につながりそ
うだ。

読み取り装置をかざせば
棚卸しが完了

棚卸しは倉庫内を歩きながら。読み取り装置を在庫にかざせば自動的に数が集計される。

ものづくり補助金を活用
顧客の声が開発を後押し

事業承継を機に
新事業計画を策定

受発注管理用のアプ
リ画面。寸法で絞り
込み検索ができて、
在庫の有無も確認で
きる。

自社の強みに磨きを
かけようと受発注管
理用アプリなどを開発
した古谷隆明社長。

フォークリフトのオペレー
ターはタブレット端末で注
文内容を確認後、品出し
作業に取りかかる。


